
お
湯
の
魅
力
で
お
客
さ
ま
満
足
度
ア
ッ
プ

こ
の
特
集
は「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
ネ
ッ
ト
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
　

全
国
の「
風
呂
じ
ま
ん
の
宿
」
軒
を
紹
介
　

　
特集　８～面

美
し
い
湖
望
む「
美
人
の
湯
」

三
つ
の
源
泉
、
の
湯
船

眼
前
に
広
が
る
水
平
線

雄
大
な
太
平
洋
を
一
望

（８）第２８２１号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）１１月１４日（土曜日）

　
施
設
、
料
理
、
サ
ー
ビ
ス
は
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
構
成
す
る
３

大
要
素
だ
が
、
温
泉
地
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
こ
れ
に
「
温
泉
」

が
加
わ
る
。
こ
こ
で
は
湯
と
設
備
の
魅
力
で
集
客
に
実
績
を
あ

げ
て
い
る
「
風
呂
じ
ま
ん
の
宿
」

軒
を
紹
介
す
る
。

　
御
所
湖
畔
に
立
地
し
、
美

し
い
湖
と
岩
手
山
を
望
む
眺

望
の
良
さ
で
知
ら
れ
る
盛
岡

・
つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
紫

苑
」
（
菊
地
善
雄
社
長
）
。

　
つ
な
ぎ
温
泉
の
歴
史
は
平

安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
平

安
末
期
の
康
平
年
間
（
１
０

５
８
～

）
、
源
義
家
が
有

力
豪
族
の
安
倍
貞
任
を
攻
め

た
時
（
前
九
年
の
役
）
、
本

陣
を
「
湯
の
館
」
（
現
在
の

岩
手
県
盛
岡
市
繋
温
泉
〈
つ

な
ぎ
温
泉
〉
南
方
の
山
麓
）

に
置
い
た
。

　
こ
の
時
、
義
家
は
温
泉
が

湧
い
て
い
る
の
を
発
見
し
、

愛
馬
の
傷
を
温
泉
の
湯
で
洗

う
と
治
癒
し
た
た
め
、
義
家

も
愛
馬
を
穴
の
開
い
た
石
に

つ
な
い
で
入
浴
し
た
と
言
わ

れ
、
そ
れ
以
来
、
繋
温
泉

（
つ
な
ぎ
温
泉
）
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
と
い

う
。

　
紫
苑
の
温

泉
は
「
美
人

の
湯
」
と
し

て
知
ら
れ
て

お
り
、
大
浴

場
と
絶
景
の

露
天
風
呂

「
ひ
と
り
じ

め
の
湯
」
、

ラ
ド
ン
成
分
が
高
い
源
泉
掛

け
流
し
湯
の
「
南
部
曲
り
家

の
湯
」
が
あ
る
。

　「
ひ
と
り
じ
め
の
湯
」は
、

老
廃
物
を
ミ
ク
ロ
の
泡
で
取

り
除
き
、
肌
を
ス
ベ
ス
ベ
に

す
る
と
と
も
に
、
水
の
持
つ

ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
と
、
浴
槽

か
ら
見
渡
せ
る
四
季
の
風
景

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
高
め

る
「
絹
の
湯
」
、
さ
ら
に
、

露
天
風
呂
か
ら
あ
ふ
れ
出
す

湯
が
、
ま
る
で
御
所
湖
へ
流

れ
落
ち
て
い
く
よ
う
な
感
覚

が
爽
快
な
気
分
に
さ
せ
る

「
檜
の
湯
」
か
ら
な
る
。

　「
南
部
曲
り
家
の
湯
」は
、

秘
湯
を
思
わ
せ
る
内
湯
と
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
幻
想
的

な
露
天
風
呂
を
楽
し
め
る
。

南
部
曲
り
家
は
、
江
戸
時
代

に
盛
岡
市
周
辺
で
見
ら
れ
る

母
屋
と
馬
屋
が
一
体
と
な
っ

た
住
宅
。
古
き
良
き
南
部
曲

り
家
の
佇
ま
い
に
「
赤
松
の

湯
」「
大
岩
の
湯
」、さ
ら
に
貸

し
切
り
を
含
む
３
カ
所
の
露

天
風
呂
が
備
わ
る
。
赤
松
の

湯
に
は
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
が

併
設
さ
れ
、
疲
労
回
復
や
健

康
増
進
の
効
果
が
高
い
。

　
近
隣
に
は
、

種
類
の
多

種
多
様
な
風
呂
を
備
え
た
姉

妹
館
「
愛
真
館
」
が
あ
り
、

湯
め
ぐ
り
の
楽
し
さ
も
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
▽
岩
手
県
盛
岡
市
繋
字
湯

の
館

の
２
。
☎
０
１
９

（
６
８
９
）２
２
８
８
。htt

p://www.hotel-shion.com/

ひとりじめの湯「絹の湯」

南部曲り家の湯「赤松の湯」

　
岩
手
県
新
鉛
温
泉
の
「
結

び
の
宿
　
愛
隣
館
」
（
清
水

隆
太
郎
社
長
）
は
、
花
巻
温

泉
郷
の
最
も
奥
に
位
置
す
る

自
然
に
抱
か
れ
た
温
泉
宿

だ
。
三
つ
の
源
泉
か
ら
こ
ん

こ
ん
と
わ
き
出
る
湯
を
、
三

つ
の
大
浴
場
の
合
計

の
湯

船
で
利
用
し
て
い
る
。
の
れ

ん
の
交
換
に
よ
り
、
一
晩
の

滞
在
で
全
て
を
体
験
で
き
る

の
が
う
れ
し
い
。

　
大
浴
場
「
南

部
の
湯
」
は
熱

湯
、
ぬ
る
湯
、

古
代
檜
風
呂
や

岩
露
天
風
呂
、

立
っ
て
入
浴
す

る
名
物
の
立
湯

露
天
風
呂
が
あ

る
。
広
々
と
し

た
浴
場
か
ら
庭

園
を
眺
め
な
が

ら
の
入
浴
を
楽

し
め
る
。

　
大
浴
場
「
森

の
湯
」
は
内
湯
、
シ
ル
ク
バ

ス
と
、
源
泉
１
０
０
％
掛
け

流
し
の
信
楽
焼
陶
器
風
呂
、

立
湯
露
天
風
呂
が
あ
る
。
そ

の
名
の
通
り
、
森
の
木
々
を

眺
め
な
が
ら
の
湯
浴
み
を
楽

し
め
る
。

　
大
浴
場「
川
の
湯
」は
、オ

ー
プ
ン
ド
ア
の
内
湯
、
深
さ


㌢
の
腰
掛
湯
、
源
泉
１
０

０
％
掛
け
流
し
の
信
楽
焼
陶

器
風
呂
、
岩
露
天
風
呂
が
あ

る
。
豊
沢
川
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
温
泉
を
満
喫
で
き

る
。

　
内
湯
と
信
楽
焼
の
陶
器
風

呂
を
楽
し
め
る
貸
し
切
り
風

呂
「
ち
ゃ
っ
ぷ
ん
」
も
人
気

だ
。

　
▽
岩
手
県
花
巻
市
鉛
字
西

鉛

番
地
。
☎
０
１
９
８

（
２
５
）２
６
１
９
。http://

www.airinkan.com/

川
の
湯「
岩
露
天
風
呂
」

　
宮
城
県
三
陸
海
岸
、
志
津

川
湾
を
臨
む
南
三
陸
ホ
テ
ル

観
洋（
阿
部
泰
浩
社
長
）は
、

広
が
る
水
平
線
を
眼
前
に
、

温
泉
と
露
天
風
呂
を
楽
し
め

る
宿
だ
。
特
に
露
天
風
呂
か

ら
望
む
朝
日
は
格
別
。
早
起

き
す
る
だ
け
の
価
値
は
あ

る
。

　
広
々
と
し
た
四
つ
の
大
浴

場
が
あ
る
。
男

湯
の「
磯
の
湯
」、

女
湯
の「
浜
の

湯
」は
東
館
２

階
に
あ
り
、
大

浴
場
、
露
天
風

呂
、
サ
ウ
ナ
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
海

が
見
え
る
。
露

天
風
呂
は
、
女

性
側
は
洞
窟
を

イ
メ
ー
ジ
。
男

性
側
は
緑
と
和

の
趣
が
融
合
し

た
岩
風
呂
。

　
南
館
４
階
に
も
大
浴
場

（
巨
釜
の
湯
、
神
割
の
湯
）

が
あ
り
、
充
実
し
た
設
備
を

誇
る
。

　
湯
は
地
下
２
千
㍍
か
ら
わ

き
出
る
深
層
天
然
温
泉
。
神

経
痛
、
筋
肉
痛
、
切
り
傷
、

や
け
ど
な
ど
に
効
く
と
言
わ

れ
る
。

　
全
国
に
魚
を
出
荷
す
る
阿

部
長
商
店
の
経
営
だ
け
に
、

新
鮮
な
魚
介
類
を
存
分
に
味

わ
え
る
。
旬
の
食
材
を
使
っ

た「
南
三
陸
キ
ラ
キ
ラ
丼
」は

特
に
賞
味
し
た
い
逸
品
だ
。

　
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
の
「
語
り
部
バ
ス
」
も
運

行
し
て
お
り
、
多
く
の
人
か

ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸

町
黒
崎

の

。
☎
０
２
２

６（
４
６
）２
４
４
２
。htt

p://www.kanyo.co.jp/

海
を
臨
む
露
天
風
呂

　
岡
倉
天
心
が
日
本
美
術
院

を
移
し
た
茨
城
県
の
五
浦
海

岸
。
日
本
有
数
の
景
勝
地
と

し
て
有
名
で
、
天
心
の
ま
な

弟
子
、
横
山
大
観
が
好
ん
で

描
い
た
松
と
日
の
出
と
月
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
だ
。

　
そ
の
五
浦
海
岸
に
建
つ
五

浦
観
光
ホ
テ
ル
は
、
「
和
風

の
宿
本
館
」
と
「
別
館
大
観

荘
」
か
ら
成
る
。
和
風
の
宿

本
館
と
別
館
大
観
荘
の
「
大

観
の
湯
」
は
２

０
１
２
年
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
。

　
源
泉
の
温
度

は
本
館
が
約


度
、
別
館
が


度
と
高
温
。
い

ず
れ
も
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
カ
ル
シ

ウ
ム
・
塩
化
物

泉
で
、神
経
痛
、

疲
労
回
復
、
筋

肉
痛
な
ど
に
効

能
が
あ
る
。

　
滝
の
流
れ
る
本
館
の
庭
園

露
天
風
呂
「
五
浦
の
湯
」
と

雄
大
な
太
平
洋
を
眼
下
に
一

望
で
き
る
別
館
の
大
観
の
湯

は
、源
泉
掛
け
流
し
で
提
供
。

宿
泊
者
は
ど
ち
ら
の
風
呂
も

楽
し
め
る
。
湯
上
が
り
処
や

テ
ラ
ス
、
エ
ス
テ
コ
ー
ナ
ー

の
充
実
も
特
徴
だ
。

　
料
理
は
海
の
幸
に
定
評
が

あ
る
。
特
に
、
冬
の
あ
ん
こ

う
鍋
（

～
３
月
）
は
ぜ
ひ

賞
味
し
た
い
絶
品
だ
。
冬
の

恒
例
、
「
あ
ん
こ
う
吊
し
切

り
シ
ョ
ー
」
は
、

月
１
日

か
ら
３
月

日
ま
で
の
金
・

土
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

　
▽
茨
城
県
北
茨
城
市
大
津

町
７
２
２
。
☎
０
２
９
３

（
４
６
）１
１
１
１
。http://

www.izura.net/

別
館
大
観
荘
の
「
大
観
の
湯
」
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